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第２回 瀬戸市国際未来教育特区学校審議会 議事録 

 

日 時：令和 2 年 5 月 22 日（金）午後 2 時 00 分から 

場 所：瀬戸市役所 5 階 全員協議会室 

出席者：委員：西淵茂男、丸地弘泰、八槇直幸、清水克博、伊藤亜有夢、森和久 

    教育システム：長尾幸彦氏 

    市：教育長、教育部長、経営戦略部長、教育政策課長、政策推進課長、 

事務局 

 

○教育部長 

定刻となりましたので、ただいまから「第２回 瀬戸市国際未来教育特区学校審議

会」を始めさせていただきます。本日は、ご多忙の中、委員の皆様にお集まりいた

だき、誠にありがとうございます。 

本日は、瀬戸市国際未来教育特区学校審議会運営規則第７条に基づき、関係者の

意見又は説明を聴くため、有限責任監査法人トーマツ様及び株式会社教育システム

様にご出席を求めております。 

それでは、次第に従いまして、順次進めてまいります。最初に、西淵茂男会長か

らあいさつをお願いいたします。 

 

１ あいさつ 

○西淵会長 

みなさま、こんにちは。本日は２回目の瀬戸市国際未来教育特区学校審議会開催

となります。 

前回の審議会では、主に審議会の運営について、またここに至る経緯などについ

て、事務局よりご説明をいただきました。さらに、学校設置認可申請者である㈱教

育システム様より、学校設置趣意についてもご説明をいただきました。前回の会議

の議事録を配布しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

事務局より５月８日に学校設置認可申請書を送付していただき、学校設置基準を

基にチェックシートについて各委員にご意見の記載をいただきました。本日は、設

置基準チェックシートに従って、しっかりと審議してまいりたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

なお本日机上に、教育システムから提出された追加資料及び「本山中跡地問題を

考える市民有志の会」から提出されました「株式会社による小学校設置認可につい

て徹底した調査・審査を求める要望書」を配布しております。当審議会では運営規

則に基づき、審議を進めてまいります。委員の皆様ご承知おきください。 
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○教育部長  

ありがとうございます。なお本日、森和久委員が、初めてのご出席となりますので、ご紹介

させていただきます。 

私立学校関係者として、学校法人椙山女学園大学附属小学校 校長でいらっしゃる森和

久先生です。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、ここからの進行は西淵会長にお願いしたいと思います。会長、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

２ 学校設置認可申請書について 

（１）学校運営等について 

○西淵会長 

それでは、議事に入ります。なお、傍聴の方に申し上げます。「瀬戸市国際未来教

育特区学校審議会傍聴要領」の第５条 傍聴者の遵守事項に基づき、写真撮影、録画、

録音等を行わないようお願いいたします。 

それでは、この先は学校設置基準の条文ごとに意見交換を進めてまいりたいと思

います。なお、第４条から第６条については、瀬戸市情報公開条例 第７条 第１項 第

３号により、法人その他の団体に関する情報および事業を営む個人の当該事業に関

する情報を含むため、後ほど非公開で行うこととします。 

それでは、まず学校設置基準第２条「学校設置会社」について質問や、補足意見

がある方はいらっしゃいますか。 

 

○伊藤委員  

長尾社長にお尋ねします。令和２年 2 月 28 日付で株式会社瀬戸 SOLAN を新規設立

しており、設立目的は①小中学校その他の教育施設の運営、②教育用教材の開発及

び販売、③各号に関する一切の業務と挙げられておりますが、本校の設置及び運営

と関係がありますか。 

 

○教育システム 長尾氏  

瀬戸 SOLAN 小学校の運営は教育システムが責任を持って実施します。今回株式会

社立で小学校を設置していますが、近い将来学校法人化したいと考えています。そ

れにあたり、株式会社瀬戸 SOLAN の設立目的にある事項は初めから別会社で行った

方が決算上望ましいということで、学校法人監査に詳しい公認会計士からのアドバ

イスにより別会社を設置したものであり、小学校の直接の運営にかかわるものでは
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なく、教材の販売等の周辺業務の受け皿として法人を設けたということです。 

 

○西淵会長 

 もし私立の学校法人として認可を求める場合は、愛知県私学審議会がこの役割を

担うことになります。この審議会の場は、あくまでも教育システムが申請した株式

会社立学校の設置認可について、市長からの諮問を受けて委員の意見聴取をするた

め開催するものであり、前提が異なると審議会が成り立たないということになりま

す。再度確認ですが、株式会社瀬戸 SOLAN については小学校運営について関わらな

いという理解でよろしいでしょうか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 その通りです。 

 

○八槇委員 

学校教育法９条に関して、本校の経営に関わる役員として３名挙げられています

が、第９条各号に該当しないことについては  氏 1 名しか宣誓書を提出されてい

ません。他の２名は履歴書等で該当しないことは想像できますが、同様に文書で示

した方が良いのではないでしょうか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 まず口頭で間違いなく該当しないということはお伝えしますが、次回審議会まで

に併せて書面で宣誓書を提出します。 

 

○森委員 

 学校経営について、役員や校長、教頭について造形深く期待できると推察します

が、長尾社長が直接学校経営に携わった経験は無いように見受けられます。優秀な

企業経営者が学校経営では上手くいかないケースや、優秀な教員の方でも経営に戸

惑う事例もありますが、設置会社としてその点でのサポートはどのようにお考えで

すか。 

 

○清水委員 

 森委員からお話があった通り経営と教育は違うものであり、教育課題を考慮しな

がらの経営が必要となります。教育関係に関わったからといって、教育の動向を把

握しながら経営するということには直接結びつかないため、今一度検討の必要があ

るのではないでしょうか。 
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○八槇委員 

 会社経営と学校経営は確かに違います。それぞれからサポートいただく体制があ

るとさらに良いのではないかと思います。 

 

○西淵会長 

 どちらも専門性があるため、互いに補い合うような形で学校の経営ができないか

という委員の提案がありますが、長尾社長はどのように考えますか。 

 

○教育システム 長尾氏  

今の体制で不十分ではないかというお話ですが、初めてのことであるのは事実で

あります。ただし、例えば今回役員として入っていただいている             

については、学校生活や、児童・生徒募集、面接方法についても全面的にバ

ックアップをいただいています。 

また経営面に関しては、ジャストシステム元事業本部長の存在があり、足りない

部分を補えると考えています。合わせて今後も外部協力者を積極的に探していきた

いと思います。 

 

○西淵会長 

 私自身も元は教員であり、大学では経営者の立場でした。国立大学のため半分は

授業料として学生から、半分は国から賄っていましたが、教育者としての経験を学

校経営に生かすという事を期待されており、その役割を担ってきました。NPM（ニュ

ーパブリックマネジメント）の考え方が以前からあり、民間の力を取り入れるとい

う流れがあります。株式会社立の良さというのは、経営者が学校を経営してみると

いうところにあるため、お互いを補う形で学校経営ができれば期待が持てる学校に

なるのではないか、という委員の意見があります。その点不足しているようなら検

討いただけるように私からも意見を申し上げたいです。 

 

○教育システム 長尾氏 

 真摯に受け止めて努力していきたいと思います。 

 

○八槇委員  

第２条３について、何をもって社会的信望というかはっきりしませんが、履歴書

の経歴等の記述を拝見すれば、信望に値するのではないかと判断しています。 
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○西淵会長 

経営や教育界に関わった経験、人脈、経歴を見させていただき、社会的信望に値

する人物と長尾社長を評価させていただいています。役員３名の方も履歴書により

確認できるという意見でした。 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。なければ、次に進みます。第３条

「設置の計画」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○森委員 

斬新な教育計画と拝見しましたが、一方でスペシャルな内容にしようという点と、

学校教育法に基づく学校ですので学習指導要領を充足していくという点の兼ね合い

の難しさがあり、そのすり合わせが必要となります。極端な例で言うと両方とも中

途半端になる心配もありうると思います。 

 

○教育システム 長尾氏 

両方というのは、日本語と英語の両方を指していらっしゃいますか。 

 

○森委員 

それもありますが、学習指導要領の外の内容に力を入れれば、指導要領に定めら

れた内容がどこまでできるか、まさにカリキュラムマネジメントという部分で、相

当精緻な計画が必要となるのではないかということです。 

 

○教育システム 長尾氏 

英語のカリキュラム及び教育課程についての補足資料を配布していますが、その

うち教育課程の計画について、学校教育法第 1 条の学習指導要領に則ることは当然

ですが、そのための活動として習得型という基本の読み書き計算に加え、活用型と

いう従来の総合的な学習で教師が課題を与えて調べるというような学習内容として

おり、ここまでが学習指導要領の中になるかと思います。配布資料にも書かせてい

ただきましたが、習得した基礎基本なしに次のステップに進めないという前提でカ

リキュラムは作成されており、闇雲に背伸びすることがないようにしています。カ

リキュラム責任者の三宅喜久子（関大初等部を立ち挙げたメンバーで、総合学習等

の観点では日本有数の事業者であるということはご存じであると思いますが）は基

礎基本の習得の部分を最も重視しており、その点を心得て取り組んでいきたいと思

います。また、日本語と英語という観点ついても、今の計画においては、この先中
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学校も開講していきたいと思っています。ただし、保護者からの意見としては例え

ば英検２級を取りたいという声も聞いていますが、そうではなく日本語の正しい習

得無くして英語習得もないということをはっきりと謳いたいと思っています。具体

的には、プリスクールで日本語不要という保護者も一定数いらっしゃいますが、そ

の結果どちらも身に付かないという形になってしまうため、日本語で正しく考える

ことに力を注ぎたいと思っています。以上から、先ほどのご質問については、どち

らかといえば基礎基本及び日本語に力を入れるということで回答になっていますで

しょうか。 

 

○森委員 

私が心配している点については、十分クリアしていく方向で検討されていると感

じました。ただ、学習指導要領の趣旨が習得型・活用型にとどまりそこから発展し

た部分が探求型だという認識については、学習指導要領は習得・活用・探求の流れ

を重視して取り組むようにと言われているのでニュアンスが違うかなと思いました。 

 

○清水委員 

 森委員が心配されている点にも関連しますが、今の探求型や習得型というのは概

念ですが、学校カリキュラムマネジメントでは、まずは学校のグランドデザインが

あり、その中でどういったものを教育の柱としていき、そのための具体的なカリキ

ュラム構成をどう考えていくかが重要です。特に今は 21 世紀型スキルなど色々なも

のがありますが、その中で学校としてどういった力を育て、そのために具体的にど

のようなカリキュラムを作るかということが重要で、この学校マネジメントの部分

がみられないという点を懸念しています。 

今は抽象的な段階のため難しいとは思いますが、学校カリキュラムとして考えて

いくのであれば、例えば文科省から示された小学校課程との関連性や、昨今ですと

SSH 等の通常の普通科でないものをどう作っていくかという議論が進んでおり、どの

学校でも独自のカリキュラムマネジメントを行っています。この部分が森委員も抽

象的だと仰っており、そのお答えについても抽象的ですので、今の設置段階では無

理ですが、今後議論をして明確化していかないと学校としての機能が果たせなくな

ります。外国語をやるか、ということではなくて、例えばパフォーマンス評価は何

を持ってパフォーマンスとするかなど大きな規程が必要であり、今後精査していく

必要があります。今の森委員のご意見への答えとしてずれていると思いますので、

付け加えさせていただきます。 

 

○教育システム 長尾氏 
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 今まさにその辺りを進めています。鳴門教育大学の泰山先生にカリキュラムのア

ドバイザーとして入っていただき、８月中を目途に鋭意作成中です。現時点ではア

バウトであるという点に関してはおっしゃる通りですが、いただいたアドバイスに

関してはその方向で進めていきたいと考えています。 

 

○西淵会長 

 教育課題の解決という点では、瀬戸市の抱える教育課題の解決ということである

ほか、著しい教育効果の発現が見込まれることという点も瀬戸市の教育効果の発現

が見込まれるということです。委員の皆様から教育効果の高まりについては一定期

待できるがもう少し具現化してほしいという意見があり、これからの段階だと思い

ますがこの点につき、鳴門教育大学の泰山先生アドバイスをいただきながら具現化

していただければと思います。 

もう一つは瀬戸市の先生方や他の学校で実施している教育課程との関係で、何か

発表する場を作り自由に見に来てもらうとか、教育委員会とのタイアップも必要に

なるかもしれませんが、何か考えがあれば伺っておきたいと思います。 

 

○教育システム 長尾氏 

 私立の存在は、地域の中で若干浮くような雰囲気があるケースもあり、そのよう

にならないよう地域に溶け込むことを指向しています。そういった中で、教科書は

進路の事もあり瀬戸市と同じ教科書を使う予定です。また、ICT や英語に関しては

様々な先生と交流したいと思っており、いつでも来ていただけるように、瀬戸 SOLAN

の授業はいつでもオープンにしておくなど、瀬戸市の先生あるいは地域とどう交流

していくかは前向きに検討していきたいと思っています。2022 年２月には公開授業

を行う予定で、どのような形で教育委員会とタイアップしていくかという事も含め

て色々なことを発表し、影響を与える存在でありたいと思います。 

 

○西淵会長 

 教育委員会等とよく相談しながら、地域の教育効果発現を期待しています。 

学校経営計画についてはいかがでしょうか。 

 

○森委員 

 収入に関して、どれだけ人が来て経営として成り立っていくかという点に関し、

今のコロナウィルス感染拡大の状況で、バスや公共交通での感染を危惧される保護

者の方がいると思われますが、生徒の安定的な確保という点はどのように考えてい

らっしゃるのでしょうか。 
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○教育システム 長尾氏 

 当然のことながら、1 年生から定員割れが何年も続いては大変かと思っていますが、

数年耐えられる程度のストックはあります。その上でオンライン対応は非常に得意

としていることから、例えば募集に関してオンライン面接の仕組みも構築中であり、

学校説明会に関してもリアルに加え Youtube 配信を利用し、スタジオから動画編集

者も用意しているため、その辺りをフル活用することを考えています。森先生にも

アドバイスいただけると有難いと思います。 

 

○西淵会長 

 私も通学時間帯に、地元から本校まで実際に車で走ってみました。空いていると

きは 30 分くらいでしたが、混むときはもう少し時間がかかり、時間がかかりすぎる

と保護者からも苦情が出、子ども自身にも負担が大きくなってしまいます。バス通

学を見込まれているという事で、コロナの状況下でバス増発も必要になると経営的

にも苦しい状態になってしまうため、ノウハウを活かしてオンライン技術を活用し、

保護者にも行き届いた PR を十分してほしいです。バス通学についても分散するよう

な形や、状況によってはマイクロ的な小回りや、苦しい状況にある地域のバス会社

の活用なども検討してほしいと思いますが、この辺りでアイデアはありますか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 既にシステム化しているものでは、非接触の医療用体温計で、多くの私立校でも

採用されていますが、ゲートをくぐると保護者に連絡が届くというシステムを更に

発展させ、医療用体温計をあてるとスマートフォンに体温が表示されるというシス

テムを医療法人と組んで開発しており、バスに乗る際に測って体温が高かった場合

その場に保護者がいればそのまま帰ってもらうという仕組みを作っており、一つ大

きな宣伝になると思います。 

 

○西淵会長 

 WEB 端末上で自動的に保護者に知らせることができるという、教育の新しい ICT が

開発されており、それを保護者の不安解消の材料として PR してもらいたいと思いま

す。それが学校の魅力を高め、生徒を集める原動力になると思います。 

 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。なければ、次に進みます。第７条
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「学則」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○八槇委員  

第７条に、特例校の指定を受けるとありますが、いただいた資料には該当記述が

ありませんが、指定を受ける予定はありますか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 文科省と協議しており、8 月までに申請すればよいという事で、特例校指定を受け

る予定です。 

 

○八槇委員 

 現行の学習指導要領に示されている教育課程と申請書にある本校の時間数を見る

と、内容的には大きな違いは無いと思いますが、一番懸念しているのは授業時間数

です。学習指導要領では年間 35 週間ですが、本校では 46 週間で組んであり、毎日 6

時間目まで授業があるため、週 30 時間と計画されています。小学校 1 年生からとい

うことで、児童に負担が大きいのではないかと懸念しています。英語学習等は時間

を要するかもしれませんが、実際に小学校 1 年生が週５日間毎日６時間目まで、し

かも遠くから通い、その中で学校行事もこなしていくとなると、夏・冬休みはどの

くらいあるか等、様々な心配があります。特例校指定を受けると授業時間数の大幅

な増加が認められるのかという事をお聞きしたいです。合わせて昨今の教員の働き

方改革という観点からも厳しいのではないかと思いますが、実際に相模原ではどう

いった授業時間数で実施されているのでしょうか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 特例校指定の効果に関しては、１，２年生から英語学習が組めるということが中

心になります。また授業時間数に関してですが、先ほどの相模原では最寄り駅が無

いためすべてバス通学です。バスを学年ごとに何本も出せないということもあり、1

年生から 6 時間授業です。首都圏ということで、愛知よりもさらに通学時間が長く、

初めはかなり疲れるのは事実ですが、相模原での事例があることから、こちらでも

倣ってやろうということです。また教員の負担に関しては、図工、体育、音楽専科

において電子化を進めることによって通知表等の業務についてはかなり圧縮できる

ということで、働き方改革に関しては企業経営者として十分に配慮したいと思って

います。 

 

○西淵会長 
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 46 週という点については、文部科学省は 35 週を（教科の実施時数の）基準として

いますが、（授業を行う週は）通常もう少し多めにやっており公立の学校は 41～42

週ではないかと思います。46 週というのは、夏・冬休みを少なくする形かと思いま

す。年間行事計画・基本計画は運営上必要となり、そこから週割りとなるので検討

していただきたいです。文科省では 1 年生は 34 週から開始、その後は 35 週という

基準ですが、実際はそれ以上やっても時間数が不足するため、年間計画を作りなが

ら子どもたちの負担を勘案してうまく時間数が取れるように計画し検討いただきた

いです。 

 

○教育システム 長尾氏 

 年間計画はある程度固まったものはできていますが、他の様々な条件と整合をと

取った上で８月中を目途に確定させる最中であり、今いただいたアドバイスを基に

これから詰めていきたいと思います。 

 

○丸地副会長 

 ２点確認させていただきたいと思いますが、７章第４条において、すでに納入し

た授業料等においては、いかなる事情があっても返金しないという記載があります

が、入学を辞退した生徒は実務としては返還請求が可能というのが原則と思います

ので解釈を確認させていただきたいです。また別表 2 の授業料について、税込みを

記載されていますが、学校教育法では非課税となるかと思いますが、確認させてい

ただければと思います。 

 

○教育システム 長尾氏 

 １点目についてはご認識のとおりで、AO 入試と一般入試を考えておりますが、一

般入試で辞退した方は入学金半分返還、授業料徴収しないということで実務として

進めていきます。２点目は公認会計士に確認し、法に沿った形で対応したいと思い

ます。 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。なければ、次に進みます。第８条

「教材」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第９条「学級編制」

について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 
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○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 10 条「教職員」につ

いて質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○八槇委員 

 教職員表には、現職の教員は記載できないということで表の外に書いてある９名

の方について、プラス９名なのか、トータルで９名なのでしょうか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 現時点で承諾のある人数を記載していますが、例えば英語専科については教員免

許を持っていないため免許保有者として計上できないなど不明確な書式調書となっ

ており恐縮ですが、８学級であれば８名の学校担任とそのほか専科の先生というこ

とで、合わせると初年度 28 人程度になります。 

 

○西淵会長 

 法第７条で必要とすべき教員数は国が示しており、８～９学級の小学校について

はクラス数に対し 1.24 を乗するとされ、８学級の場合 10 人が必要で、更に養護教

諭が加わります。それ以外に専科や講師などを補う分には学校運営上必要となりま

すが、今申し上げたように名前が確認できる方は現状免許保有者８名となり、最低

10 名確保するという点、それ以外適宜補っていくという点を訂正されると良いので

はないかと思います。 

 

○教育システム 長尾氏 

 承知しました。なお、学校医、歯科医に関しては承諾いただいております。 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。なければ、次に進みます。第 11 条

「表簿の配備」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 12 条「施設及び設

備」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 
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特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 13 条「校舎及び運

動場の面積」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

 遊具など、設備は適切なものでなければならないため、安全性は開校前にしっか

りと確認いただきたいと思います。学校には防災、危機管理、安全、いじめ対策、

不登校の扱いに関するマニュアルが必要で、公私問わず各学校が備えており、特に

安全や防災に関わるものに関しては学校運営の中で詳細に詰めながら、職員にも周

知しつつ作成する必要があります。また、いじめに関しても学校の実際の組織、人

員を踏まえた作成を進めていただきたいです。 

 

○西淵会長 

他に、ご質問やご意見などはございませんか。なければ、次に進みます。第 14 条

「校舎及び運動場の位置」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいます

か。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 15 条「校舎に備え

るべき施設」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 16 条「その他の施

設」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 17 条「校具及び教

具」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第３条に関連し学校

保健法第５条「学校保健計画の策定等」について質問や、補足意見がある方はいら

っしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第３条に関連し学校
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保健法第６条「学校環境衛生基準」について質問や、補足意見がある方はいらっし

ゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第 3 条に関連し学校

保健法第 27 条「学校安全計画の策定等」について質問や、補足意見がある方はいら

っしゃいますか。 

 

○西淵会長 

特にご質問やご意見など無いようですので、次に進みます。第３条に関連し学校

図書館法第５条「司書教諭」について質問や、補足意見がある方はいらっしゃいま

すか。 

 

○西淵会長 

 こちらは県基準としては 12 学級以上で設置が求められるため、本校においては努

力規定になりますが、司書免許をお持ちの方はいらっしゃいますか。 

 

○教育システム 長尾氏 

 司書資格保有者がいるのと、専任司書を探しています。 

 

○西淵会長 

 他に、ご質問やご意見などはございませんか。では次の議事に進みます。 

 

３ 次回以降の日程について 

 

○西淵会長 

 ３ 次回以降の日程について、事務局より説明をお願いします。 

 

○教育政策課長 

次回、第３回瀬戸市国際未来教育特区学校審議会は 5 月 29 日（金）14 時から、瀬

戸市役所５階全員協議会室にて開催予定です。 

本日ご審議いただいた内容をもとに答申書の案をお示しし、ご意見をいただける

ような場としたいと考えております。 

 

○西淵会長 
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 ありがとうございました。それでは次の議事に移ります。 

 

４ 学校設置認可申請書について 

 （１）財務面について 

○西淵会長 

「4 学校設置認可申請書（1）財務面について」については、設置認可申請書にお

ける資料分析を有限責任監査法人トーマツに委託しております。そこで、分析内

容を簡単にご説明いただこうと思います。よろしくお願いします。 

 

〇有限責任監査法人トーマツ 

 配布資料（P3、4）に基づき説明 

 

○西淵会長 

ありがとうございました。ただいまご説明いただいた内容を念頭に、これ以降、

財務面について審議を深めて参りたいと思います。 

そこで、瀬戸市情報公開条例 第 7 条 第 1 項 第 3 号によりますと、株式会社教育

システムの財務面に関する内容は、法人その他の団体に関する情報および事業を営

む個人の当該事業に関する情報であり、これ以降の議事は公開するには馴染まない

内容と思われます。 

そこで、瀬戸市国際未来教育特区学校審議会運営規則 第 6 条 第 4 項に基づき、

会議を非公開として取り扱いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

***委員より、「異議なし」の声*** 

 

○西淵会長 

それでは、これ以降の議事進行については、非公開として取り扱いたいと思いま

す。また、4 階庁議室にて行っている傍聴についても、ここで映像及び音声をオフに

させていただきますので、よろしくお願いします。 

 

 

***以下、非公開で会議を実施*** 

 


